
 
市民のみなさま、いつも変わりない暖かいご支援をいただきまし

て、心より感謝申し上げます。 

９月議会では「道の駅」の再公募に向けた問題点、「おもやいタ

クシー」の待ち時間対策の２件について一般質問を行いました。こ

れまで、議会の中で「道の駅」建設計画の見直しを求めてきたのは

私一人だけですが、荒尾市にとって２４億円もの税金を投じる計画

は無視できない大きな問題であり、一貫して取り上げてきました。

今回の議会で、問題点がほぼ明らかになりました。見通しがない無

謀な計画は中止し、現実的計画に見直すべきです。この記事へのご

質問・ご相談などがございましたら、お気軽にご連絡下さい。 
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「道の駅」施設使用料徴収計画を見直し 
１億６０００万円を荒尾市が肩代わり！ 

実現が見通せない「道の駅あらお」の当初計画  
 

あくまでこの計画にしがみつく、異常な判断 
本年４月８日までに事業者の応募がなく、再公募へ向けて事業者への聞き取りを行う中

で、事業者から施設使用料の負担が厳しいという指摘を受け、荒尾市が施設使用料の大幅

減額とともに、内装・什器・備品代まで負担するという計画を打ち出しました。 

まさに〝アジアパークの先取り〟としか言えない計画変更です。 

年間売上高や来場者数の計画規模が大きすぎるため、使用料負担が見通せないのが実態

であり、本来であれば現実的な計画に規模縮小すべきものを、あえて当初計画規模を変更

しないまま、荒尾市が肩代わりしてまで計画を強行するという判断は極めて異常です。 

  

無謀な計画は中止し、現実的規模に縮小すべきです 
再公募へ向けて、もっぱら企業やコンサルのために多額の税金を注ぎ込む判断を、市民
は納得しないと思います。建築資材や物価の高騰で建設費や維持管理などの予算の増加も
危惧される中、荒尾市は冷静に判断し、無謀な計画を強行すべきではありません。 
私は再公募を中止し、見直し・検証を行い、現実的な規模への縮小を求めました。昨年
４月の全国道の駅連絡会の調査では、道の駅の年間売上高は１億円～２億円、来場者数１
０万人未満が最多です。「道の駅あらお」は地元産の農産物などを中心に販売するとして
いますが、「道の駅みやま」への出荷農家６００人に対し、現在の荒尾市の出荷意向農家
は１５０人、梨農家はこの３０年で半減し８０に、農家の高齢化で耕作放棄地は毎年増加
しています。こんな状況で計画どおりに運営できるのか疑問を持たざるを得ません。 
 
荒尾市の計画がいかに過大であるか実感できます。市税をムダにしてはなりません。 

 

 

 

 

当初計画では施設使用料は「固定費」として施設の減

価償却費の当該年度分に相当する年間２０００万円と、

これに加え「変動費」として売上高に対し１％以上とさ

れていました。ところが再公募へ向けて「固定費」をな

くし、すべて売上に対する変動制にし、当初３年間は免

除する計画に変更されました。これでは、減価償却とし

ての回収そのものができなくなり、その分を荒尾市が負

担していくことになってしまいます。 

私の質問にまったく答えず 
９月議会では以下の３つの質問にはまったく答えず、
使用料免除により歳入が大幅に減少し、結果的に荒尾市
の負担が増加するにもかかわらず、予算再議を行わない
異様な議会となりました。議会にも、市民にも、まとも
に説明しないまま、計画を強行するという姿勢に、傍聴
された方々から批判の声が寄せられました。 
 

 

 

 

 

（2021年４月 全国道の駅連絡会第３回調査報告より） 
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〝おもやいタクシー〟を増車し待ち時間解消を 

増車運行は優先課題です 

現在の〝おもやいタクシーは、車を降りて、帰りの予約をするとき

に、かなりの待ち時間が発生する場合があります。運転免許を返納さ

れる高齢者の増加が見込まれる中、増車運行は優先課題です。 

 

コンサル委託に頼らず、自ら計画を 
「道の駅」の基本計画を含めて、再公募へ向けた計画の大半は、
コンサル任せであり、右表にあるように「保健・福祉・子育て支援
施設」を含めた委託料はすでに１億円を超えました。 
私は、このような高額な委託費を払わずとも、職員で計画を作る
よう努力すべきだと、他の自治体の事例を紹介してきました。委託
に頼らず、職員自らの力で政策立案に取り組んでいる自治体がある
のです。そうすることによって職員の政策能力を養成し、やりがい
が持てる職場づくりにもなってくると提案しました。 

 

使用料免除１億６０００万円あればこんなことができます！ 

貴重な税金は、市民の暮らしと福祉の増進に使うべきです 
 

〝潮湯〟に循環バスを運行できます！ 
マイクロバスは７００万円あれば購入できます 

物価高・ガス代の値上がり等で、自宅でお風呂に入る回数を減らさ

ざるを得ないように深刻化しています。玉東町や玉名市のように、潮

湯に循環バスを配備して運行すれば、高齢者の方々がどれほど喜ばれ

るか、潮湯に入って健康づくりにも大いに貢献できます。運転手の人

件費を含めて、年間の１０００万円程度で実現可能です。 

 
〝産交バス〟バス停にベンチと屋根を 
１０００万円もあればすぐに実現できます 

市内を走る〝産交バス〟のバス停のほとんどは、ベンチも屋根もあ

りません。今年のような猛暑では、立ったままバスを待てば、体調を

崩しかねません。１０００万円もあれば大半のバス停に設置が可能で

す。市民に目を向け、すぐに取りかかるべきです。 

 
〝高校３年生まで医療費無料化〟 
県下４５市町村の中で、３６自治体が実施 

まだ実施していない９自治体の中に荒尾市が含まれます。 
 

〝高齢者への補聴器購入助成〟 
全国や県下で拡がっています。 

 

荒尾市も、１日も早く実施すべきです！ 
 

 
〝就学援助〟に部活費を追加できます！ 
３０００万円もあれば全児童生徒に支給できます 

荒尾市で就学援助の支給を受けている児童生徒数は６０８人です。

クラブ活動を始めるためのユニフォーム代などの部活動費は、就学援

助には一切含まれず、各家庭で負担しなければなりません。実際には

全員が部活に入ることはありませんが、仮に全員に５万円支給したと

しても、３０００万円あれば実現できます。 

 
〝郷土史〟のためにもっと予算を 

二造の歴史に１円も予算がつかない〝異常〟の解消を 

戦時下の荒尾市で操業した旧陸軍の火薬工場「東京第二陸軍造兵廠
荒尾製造所」、いわゆる荒尾二造に関わる関連施設が荒尾市のまちづ
くりの基盤となってきたにもかかわらず、荒尾市として市民に知らせ
ることが、まったく行われていません。市民や子どもたちはもちろ
ん、県外や日本中に知らせていけば、歴史に関心のある観光客が増え
てくると思います。このような郷土史のための予算に回すべきです。 

 


